
業界の戦略的取り組み

金融サービス業界は、 世界各地の金融規制
機関から、 金融システムの整合性をグロー
バルに確保するよう常に求められています。
金 融 サ ー ビ ス 企 業 に は、 官 民 両 方 の 規 制
機関や政策によって定められた要件、 制限、
ガイドラインが適用されます。 具体的には、
FINREP や COREP などの欧州報告要件お
よびバーゼル合意の履行を監督する英国の
Prudential Regulation Authority（PRA） お
よび Financial Conduct Authority（FCA） や、
米国のサーベンス・オクスリー法などがあり
ます。

こうした要件の一部として、金融機関には、さ
まざまな規制当局への毎日、毎月、毎四半期、
または毎年の定期的報告が義務付けられて
います。 これらのコンプライアンス・レポート
には、 規制当局が、 銀行などの金融機関の事
業が安全かつ健全な経営状態であることを
評価するため、または政府の法令や他の法律、
規則、規制への準拠を確認するために必要な
未加工データや概要データが含まれます。

コンプライアンス・レポートの作成が複雑化
する要因として、 報告のために入力が必要な
データが膨大で多様であること、 データへの
アクセス権と責任を有する人の数が多いこと、
ストレステストとシナリオテストのためにアド
ホックなレポート作成を求められることが挙
げられます。

データおよび 
コンプライアンス・レポート

現在、 規制当局向けのレポートを作成するに
は、幅広いデータソースを取り込んで既存デー
タと関連付け、 さらに深いレベルの洞察を提
供することが必要となっています。 一般的な
データソースとデータの種類としては、 以下
のものがあります（ただし、 これらに限定され
ません）。

•	� 取引システムから得られる取引データ

•	� 参照データ

•	� ニュースフィード

•	� ソーシャルメディア

•	� 法律関係書類（通常は XML 形式）

•	� Financial Industry Business Ontology
（FIBO） や Financial Instrument Global 
Identifier（FIGI） などの業界オントロジー

•	� 規制当局向け XBRL ファイリング

•	� スプレッドシート

レポートを作成するには、 こうしたデータを
すべて確認、 分析して、 包括的に関連付ける
必要があります。 しかし、データの種類やデー
タソースが多様である一方、 迅速なデータ操
作が求められるため、従来のリレーショナル・
データベースではこうした業務に対応でき
ません。 現在では、 MarkLogic* Enterprise 
NoSQL データベースなどのテクノロジーを
利用できるようになり、 より効率的で効果的
なデータ管理プラットフォームが実現されて
います。

「金融危機が始まって以来、 

より詳細なデータに対する 

管理者からの要求は 

高まり続けています。 

短期的なコスト削減と 

時間短縮の圧力によって、 

企業は具体的な 

ソリューションの採用を 

強いられることがありますが、 

中長期的な視点に立つならば、 

基本となる戦略的アプローチを 

採用する方が効果が 

上がる可能性があります」1
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データと役職、その責任

データとソースの多様さに加え、 そのデータ
に関連付けられた、銀行の組織構成における
役職が膨大な数に上っています。 そうした役
職ごとの責任の割り当てや担当者がデータに
アクセスする方法はさまざまですが、データと
プロセスが規制に準拠し、コンプライアンス・
レポートが効率的かつ正確に作成されるよう
にするためには、 組織全体として業務に取り
組むことが不可欠です。 以下に、 具体的な役
職の例を示します。

•	 �特別監査責任者

•	 �監視係官（銀行内）

•	 �研究調査員

•	 �決済/精算担当者

•	 �参照データのオペレーター

•	 �内部および外部の監査人

ストレステスト

規制当局が銀行に要求するのは定期レポー
トだけではありません。 それだけでは不十分
であるかのように、ストレスおよびシナリオテ
ストとしてアドホックのレポート作成が求め
られることがあります。

規制当局によるストレステストは、 銀行の資
本レベルを判別する最も強力なツールの 1 つ
として急速に実施されるようになっています。
ストレステストでは、好ましくない経済シナリ
オによる影響を分析し、 不利な展開がもたら
す影響に耐えられるだけの十分な資本が銀
行にあるかどうかを判別します。 欧州では、欧
州銀行監督局（EBA） が EU 全体でストレステ
ストを実施しており、EU で業務を行う銀行は
このテストの対象となります。 また、2015 年、
イングランド銀行は英国の銀行システムのス
トレステストを実施するための新しい枠組み
を導入しています。

ストレステストの例：

2012 年に米国で行われたストレス
テストでは、以下のような悪条件に基
づくシナリオが使用されました。 2

•	� 失業率 13%

•	� 株価が 50% の下落

•	� 住宅価格が 21% の下落

ソリューションの価値提案

俊敏性に優れた規制書類提出プラットフォームによって、規制ストアから容易にレポー
トを生成できると同時に、提出ゲートウェイではこれらのレポートを XBRL などの形式で
関係規制当局に送信できるように支援します。

ビジネス価値の可能性

「銀行は、通常時だけでなくストレス状況や危
機的状況にあってもリスクデータ集約機能と
リスク報告活動に完全対応できる、データアー
キテクチャーおよび IT インフラストラクチャー
を設計、構築、維持すると同時に、他の原則を
引き続き満たす必要がある」 3

こうした規制上の課題はすべて、 金融機関に
とって非常に大きな負担となり、 多量の内部
リソースを消費します。 そのため、金融機関は
規制当局に効率的でタイムリーかつ素早く対
応できる確実なアプリケーション・フレーム
ワークを構築することが極めて重要になりま
す。 処理および分析の対象となるデータの量
と多様さ、分析プロセスの複雑さ、報告期日の
緊迫性はすべて、 この難題の要因となってい
ます。

データの品質とモデル化が、 財務データとリ
スクデータを突き合わせるための最優先事項
です。 一元化されたデータ・ウェアハウスも取
引リポジトリーも存在しない場合、 データ出
力を関連付けて集約するには、膨大な量の手
作業による事前の突き合わせが必要になりま
す。 銀行が現在の要件を満たし、 新しい規制
が導入された場合に対応できるようにするた
めには、包括的な枠組みが不可欠です。

ビジネス要因と期待される成果

•	� 企業が規制当局に効率的でタイムリーかつ
素早く対応できる、堅牢なアプリケーション・
フレームワークの導入

•	� 行われた取引や市場データシステムの取
引データ、参照データ、取引先企業データな
ど、 各種ソースの膨大なデータを処理する
コンピューティング機能

•	� 大規模かつ複雑なデータ分析要件を迅速
に処理する分析機能

•	� 予定されている定期レポートへの入力、 処
理、出力だけでなく、突発的なストレステス
トやシナリオテストのアドホックレポート要
請にも対応できる柔軟性

•	� 新しいデータソースを取り込んで既存データ
と関連付けることによって、 規制当局に対し
てさらに深いレベルの洞察を提供する能力

デジタルへの移行とビジネスの変革

完全なコンプライアンス ・ レポート作成ソ
リューションによって、金融サービス提供企業
は、 規制命令に応じた複数ソースからのデー
タ取得、 そのデータの集約 / 分析、 必要なレ
ポートの編集 / 出力、 後ほど必要となるアク
セスに備えた大量データ保存を実現できます。
また緊急のアドホック要件にも、 いっそう素
早く対応できるようになります。
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トランスフォーメーションを実現

インテルは、ソフトウェア・ソリューション・プ
ロバイダーのエコシステムと連携して、 金融
サービス業界に特化したソリューションを開
発しています。 これらのソリューションは、コン
ピューティング、ネットワーク、ストレージ、ソ
フトウェアなど、 相互運用可能な統合テクノ
ロジー ・コンポーネントに基づいています。 ま
た、インテルは、インテル ® テクノロジーによっ
てハイパフォーマンスのソリューションが実
現するように、 ソフトウェア・プロバイダーに
よるアプリケーションの最適化を支援します。

詳細情報

自分たちの組織に合った適切なソリューション
を見つけるには、 インテルの担当者にお問い
合わせいただくか、IT Center に登録してくだ
さい。 詳細については、 http://www.intel.
co.jp/FSI/ または http://jp.marklogic.
com/を参照してください。

ソリューションのまとめ

•	� MarkLogic Enterprise NoSQL
データベース・プラットフォーム

•	� インテル® Xeon® プロセッサー搭
載のハイパフォーマンス・コンピュー
ティングおよびストレージ

•	� Hadoop* ソフトウェア ・ フレーム
ワークの取引リポジトリー階層化
ストレージ

•	� SAS*、 Revolution Analytics* な
どによる分析

•	� MarkLogic の俊敏性に優れた規制
書類提出プラットフォーム

戦略的 
ソリューション・パートナー

•	� MarkLogic

•	� SAS または Revolution Analytics

•	� インテル

インテルのテクノロジー基盤

•	� インテル® Xeon® プロセッサー

http://www.intel.co.jp/FSI/
http://www.intel.co.jp/FSI/
http://jp.marklogic.com/
http://jp.marklogic.com/
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